
第18回豊洲新市場予定地の土壌汚染対策工事に関する技術会議

資料２

技術会議における土壌汚染対策工事完了確認状況のまとめ

・第16回 豊洲新市場予定地の土壌汚染対策工事に関する技術会議（平成25年12月24日）

・第17回 豊洲新市場予定地の土壌汚染対策工事に関する技術会議（平成26年 2月20日）

・第18回 豊洲新市場予定地の土壌汚染対策工事に関する技術会議（平成26年11月27日）
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豊洲新市場予定地における土壌汚染対策

専門家会議 ： 詳細調査（4,122地点）、土壌ボーリング調査（1,475地点）を行い、これらの調査結果をもとに食の安全、安心を確保する観点から東京都がとるべき土壌汚染対策を提言（平成19年5月～平成20年7月）

豊洲新市場予定地における土壌汚染対策等に関する専門家会議報告書（平成20年7月）

技 術 会 議 ： 専門家会議の提言を踏まえ、新工法を公募し、評価及び検証を経て、実効性や経済性に優れた土壌汚染対策を策定（平成20年8月～平成21年2月）

技術会議が定めた技術・工法について、現地の土壌を用いて適用実験を実施（平成22年1月～7月）
豊洲新市場予定地の土壌汚染対策等に関する技術会議報告書 （平成20年7月）

豊洲新市場予定地の土壌汚染対策等に関する技術会議報告書（その２）（平成20年7月）

１ 汚染土壌対策

• ガス工場操業時の地盤面（A.P.+4.0ｍ）より上部の盛土を掘削し、場外に運搬、仮置きする。

技術会議からの提言に基づく対策の具体的内容（土壌汚染対策工事に関する主なもの）

• ガス工場操業時の地盤面から深さ２ｍ（A.P.+2.0ｍ）までの土壌を全て掘削し、汚染土壌は仮設プラントで汚染の状況に応じて「掘削微生物処理」、「洗浄処理」、「中温加熱処理」を行う。それ以外の健全
土は、船舶により場外の仮置き場に運搬する。なお、ベンゼンの揮散や油臭の発生のおそれのある汚染土壌は、テント等を設置して掘削する。

• A.P.+2.0ｍより深い部分については、底面管理を行いながら、汚染土壌の存在する深さまで掘削し、汚染土壌は仮設プラントで処理する。

２ 汚染地下水対策

• 地下水をポンプにより揚水し、A.P.+2.0ｍまで水位を低下させる。

• 地下水のみが汚染されている箇所は、地下水の揚水に当たり、揚水井戸の周辺の土壌に、ガスを吸引する管を挿入し、汚染地下水の揚水にあわせ、ガス吸引を行い、土壌中に残存するベンゼンを揮発させ吸引
する。吸引完了後、水を注入し、浄化が完了しているか確認し、汚染がみられたら、浄化が完了するまで、上記処理を繰り返す。

• A.P.+2.0ｍより深い部分については、地下水をポンプにより揚水し、土壌を掘削する深さまで水位を低下させる。

• 揚水した地下水は仮設プラントで浄化処理し、下水道に放流する。

３ 埋め戻し・盛土

• 埋め戻し土には、汚染物質を処理し無害となった土壌、他の公共工事で発生する土砂、仮置きした既存の盛土、購入土を利用する。

• A.P.+2.0ｍより深い部分の埋め戻し土には、処理済土壌を活用する。

４ 遮水壁設置

• 道路側は、鋼管矢板による遮水壁、護岸側は、現地の土とセメントを混合させて作るソイルセメントと遮水材を組み合わせた遮水壁を設置する。

５ 液状化対策

• 土壌及び地下水の汚染物質処理終了後、液状化対策を行い、砂質土層が厚い箇所は、砂杭締固め工法、砂質土層が薄くて表層にある箇所は、格子状固化工法とする。

６ 砕石層設置

• 敷地全面にわたり、A.P.+2.0ｍの位置に厚さ50㎝の砕石層を設置する。
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技術会議における土壌汚染対策の確認状況
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１ 汚染土壌対策の完了確認

（１） 汚染土壌対策箇所
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１ 汚染土壌対策の完了確認

（２） 汚染土壌対策深度
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１ 汚染土壌対策の完了確認

（３） 汚染土壌対策における土量
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１ 汚染土壌対策の確完了認

（４） 汚染土壌の対策確認
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１ 汚染土壌対策の完了確認

（５） 汚染土壌等の処理土量
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２ 汚染地下水対策の完了確認

（１） 汚染地下水対策箇所
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２ 汚染地下水対策の完了確認

（２） 汚染地下水対策の確認
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３ 埋め戻し・盛土の完了確認

（１） 埋め戻し・盛土の安全性確認
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３ 埋め戻し・盛土の完了確認

（２） 埋め戻し・盛土の土量
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３ 埋め戻し・盛土の完了確認

（３） 盛土（５街区）
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３ 埋め戻し・盛土の完了確認

（４） 盛土（６街区）
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３ 埋め戻し・盛土の完了確認

（５） 盛土（７街区）
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４ 遮水壁設置の完了確認

（１） 遮水壁設置（鋼管矢板遮水壁）
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４ 遮水壁設置の完了確認

（２） 遮水壁設置（三層構造遮水壁）
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５ 液状化対策の完了確認

（１） 液状化対策（５街区）
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５ 液状化対策の完了確認

（２） 液状化対策（６街区）
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５ 液状化対策の完了確認

（３） 液状化対策（７街区）
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６ 砕石層設置の完了確認

（１） 砕石層設置（５街区）
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６ 砕石層設置の完了確認

（２） 砕石層設置（６街区）
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６ 砕石層設置の完了確認

（３） 砕石層設置（７街区）
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７ 対策後の確認調査

対策後の確認調査の結果
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